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三角不等式 baba  ≧ より 
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ここで、 0≧ab ならば 02 ≧ababab  、 0ab ならば 0 abababab であるから、 

いずれにしても 0≧abab  が成立する。 

 0)(2)( 2222 ≧cbacba   )(2)( 2222 cbacba  ≧  (証明終) 

 

また、等号成立条件は 

0 abab より 0≦ab  

baba  より 22 )()( baba   abab 22   0≧ab  

したがって、 0ab に限られるので、 0a または 0b 。 

対称性より、少なくとも cba ,, のうち 1つ以上が 0であることが条件である。……(答) 


